中央地区を考える会11月定例会記録

文責：三谷、橋本

日時：2007年11月19日（月）20:00～22:00
場所：ワイワイ
報告事項
1� 放置自転車撤去　11月9日実施　約120台

　　　　年に二回やっていくのでご協力をお願いします
2� わたくし美術館2007　無事、終了
●意見、感想

　　店をのぞくことで相乗効果がでる。活動的には評価できる

　　スタッフの名札などができればもっと入りやすくなる

　　愛着が湧いてくる

　　６～７割が女性の方

　　預かっている絵なので扱うのが難しいが、もっとメンバーが増えてほしい

　　告知が少なかった

　　まだまだ自分たちでの情報が回ってなかった、発展途上中

　　お店とアーティストが毎年同じだったり、作品が去年と同じだったりした

　　全部をまわらない

　　結構、昼間からまわる女性がいた
　　展示の場所の分かりやすさが店ごとに違った

　　看板が分かりにくかった

　　次回からは、大学も参加していきたい

3� 次回定例会（第3月曜日）

　　　　　　12月17日（月）　定例会　8時～　ワイワイにて
　　　　○中央地区の現状をデータから知る

　　　　　　　　　その上で、まちづくりを考える

　　　　○自分の考えるまちづくりとは何か

　　

4� その他

☆乗ったらいいことキャンペーン
　　●どんなキャンペーンか

　　　　交通局と商店街のタイアップ企画

　　バスに乗って商店街にいくことで、バスの利用者・商店街の利用者が増える

　　バス利用者は割引券などが使える
●問題点

　　チラシなどのPR費用（商店街にも負担がかかる）

●（商店街）店主の意見
　　売っている商品によって割引券の効果に差が出る

　　ピンとこないが、企画的にはおもしろいと思う

　　参加費が発生する場合、（金額にもよるが）ちょっと難しい・考える

　　環境問題の点でなら参加しやすい

　　商店の利益はあまり上がらないと思う

　　駅からの直通がなければ難しい

●その他の意見
　　商店街とタイアップして、本当に利用者が増えるのか

　　わざわざ苦労する方向には進まない

　　　　　　→苦労するに値する何かが無いと、利用客の増加ははかれない
　　企画自体はいいものだと思うので、内容をもっと深めていくことが必要

　　大和ミュージアムからバスを回せばいいと思う

　　積極的に進めていけばいいと思う

　　今のバスの経路が悪い

　　　　　　→一度、交通局と市民が話し合うべき

　　環境問題の点でも、本当に環境にいいのかが疑問

　　普段からバスを利用する人しか利用しないのではないか

　　自家用車を利用する場合と、バスを利用する場合の差をアピールしたほうがいい
　　正直、何がやりたいのか分からない

　　ターゲットを明確にした方がいい

　　広商店街との連携も考えてもいいと思う

　　呉のバス料金は他の都市と比べても安いので、そこを上手く利用していけばいい

協議事項
1 中央地区を考える会の方向性について

　　中央地区を考える会とは、「中央地区のまちづくり」を考える会

　　　●今までやってきたこと
　　　　　『クリーンアップ大作戦』2006年4月～

　　　　　『放置自転車撤去』年2回

　　　　　『ハッ！とマップ作成』歩行者にも優しい中央地区を目指し、市民で街を歩き「ハッとするところ、ヒヤッとするところをチェックしたマップ（2004年10月作成）
　　　　　『駐車券サービス』車での来訪にも優しい中央地区、また違法駐車ゼロの街を目指して、現在54店舗でお買い上げのお客様への駐車券のサービス配布を実施
　　　　　『バス券サービス』バスでの来訪にも優しい中央地区を目指し、現在75店舗でお買い上げのお客様へ中央地区独自のバス券のサービス配布を実施
　　　●（議題）梶岡さんの思う中央地区

　　　　　街はずれから中央地区に来るのが難しい

　　　　　中央地区とは人の集合体。様々な人がいるのがいい

　　　　　商店街の魅力とは、店主と話ができる・深い仲にもなれる

　　　　　街に人が戻ってくれば、もっとたくさんの人とコミュニケーションがとれる

　　　　　小さくまとまった都市のいいところをもっと知ってほしい

　　　　　『ともだちがたくさんできる街』を目指したい

　　　●意見

　　　　　今までイベント事をやってきて、中央地区との関わり方が変わってきた

　　　　　商店街の活性化よりも、『まちづくり』という観点から考えたい
　　　　　住んでいるところと商売をしているところが違うと意識が変わってくる

　　　　　もっと街に愛着をもってもらいたい

　　　　　商店街の利益だけを考えていてはいけない

　　　　　外部の方・市民の方にもっと会に参加してもらって、意見を出してもらいたい

　　　　　住民としての感覚が強いので、商売に偏った会に違和感が出てきた

　　　　　いろんな方が関わって、いろんな方が楽しめる街にしたい

　　　　　みんなに街を好きになってもらいたい

　　　　　いろんな方々に対して、いろんな方面から関わりやすいイベントをやっていく
　　　　　ネットワークを広げていく

　　　　　呉自体が好きで、愛着があるので、昔のように元気な街に戻ってほしい
　　　　　昔はいろんなお店があって賑やかで楽しかった。なんでも揃っていた

　　　　　昔はわくわく感があった

　　　　　今でもいい店はあるので、もっと店を知ってほしい

　　　　　外からの人に対して入りやすい雰囲気が必要
　　　　　店の個々の魅力アピールが足りないと思う

　　　　　商業という部分では大型ショッピングセンターにはどうしても勝てない

　　　　　商業とは別の部分に力をいれて人を集めるべき
　　　　　共同販促など、商業的な部分はここでは必要ないのではないか

　　　　　商店の側の意見ではなく、市民としての意見が聞きたかった

　　　　　これからも今までのような考え方なら、商店街とは呼べない場所になる

　　　　　いままでと視点を変えた中央地区の見方が必要

　　　　　地元（住んでいる人）から発信していく街

　　　　　次のわくわく感を生み出すものは何かを考える＝中央地区が生き残る道

　　　　　住んでいる人にはわからない、知らない街の魅力をもっと知りたい

　　　　　子供がもっと集まれるイベントなどがあればいい

　　　　　子供に安全な街

以上
